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上崎千と申します、よろしくお願いいたします。三

田の慶應義塾大学アート・センターというところで

アーカイブの担当所員をしております。普段は三田に

おりまして、主に戦後日本の前衛芸術に関連する様々

な資料体の物理的編成やインベントリーの作成、利用

者対応といった仕事をしております。つまりアーカイ

ブの設計、構築、運営が私の通常業務です。一方で私

は戦後アメリカの美術批評の歴史の研究をしておりま

して、芸術とアーカイブ、芸術作品と、芸術理論とアー

カイブあるいは「アーカイブと表現」……といったこ

とについて日々考えております。今日はみなさんから

せっかく非常に高度にテクノロジカルなお話をお繋ぎ

いただいたのに、私のところで突然、ちょっと抽象的

なお話になってしまうと思います。すみません。とに

かく、「アーカイブとは何か」……私の問いはこの、

非常に基本的な問いなんですね。ちなみに私にとって

「アーカイブ」というものは、それほど自明のもので

はないんです。

というのも、さきほど NHK のことが話題に上がっ

ていましたが……たとえば「日曜美術館」、この「美

術館」が、いわゆる美術館じゃないことは、みなさん

もよくご存知だと思います。「日曜美術館はどこです

か」なんて渋谷か代々木公園あたりで人に尋ねたら、

運が良ければ（運が良いのかどうか分かりませんが）、

NHK 本社の方角を教えてもらえるかもしれませんけ

れど（笑）。いずれにしても、「日曜美術館」という美

術館はないんです。周知の通り、あれはメタファーな

んですね。ある番組のことを「美術館」と名指してい

るわけです。さて、一方で「NHK アーカイブス」、こ

ちらはどうでしょう。いわゆるアーカイブなのか、アー

カイブじゃないのか。はい、どうですか……もう途端

に「アーカイブ」という語の指し示す対象が曖昧になっ

てきませんか。「NHK アーカイブス」もまた番組の名

前なのですが、あのような番組の企画が可能となって

いる条件として、NHK には然るべき、「アーカイブ」

と名指されるべきなんらかの施設が、物理的なレベル

であれ比喩的なレベルであれ、存在しているというこ

とになります。ところで、あの番組は要するに、過去

に NHK で放送された番組を再放送する番組よね。で

も「NHK 再放送ズ」とは呼ばずに（ああ「再放送ス」

か）、「アーカイブス」という語を持ち出した途端に何

か……魔法がかかるといいますか、何か特別な、高尚

な感じがするといいますか。とにかく、このマジック・

ワードは何なんだろうなどと不思議に思いつつ、ある

いはそんなことは全くお構いなしに、私たちは今日、

いろいろなレベルでこの「アーカイブ」という語を使っ

ているわけです。「デジタルアーカイブ」という言葉、

結局はこれもメタファーだって、ご存じじゃない方、

案外多いかもしれません。つまり、デジタルな媒材を

もって、いわゆるアーカイブ的なものを模倣する。アー

カイブ的なものに擬態する。あるいはアーカイブ的な

ものとの間に類似を生み出す……さて、そとそろ、「い

わゆるアーカイブ」と言ったときに、もはや何を指し

ているのか分からなくなってきましたね。ちなみに「デ

ジタル」ではないアーカイブであっても、インベント

リー作成のために当然パソコンを使ったりするわけで

すから、まったくデジタルの要素を排したアーカイブ

というものがあるかというと、そんなことはないわけ

アーカイヴと表現
上崎 千（慶應義塾大学アート・センター）
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です。まあ、物理的な「もの」との接点を一切排除し

て、デジタル・コンテンツでしかないものの束を限定

的に「デジタルアーカイブ」と呼ぼうというのならば、

ある程度、ほんの住み分け程度には「アーカイブ」と「デ

ジタルアーカイブ」を差異化できるのかもしれません

が。

私が注意を促したいのは、とりわけこのような……

つまり個々のイメージのレベルではなく、集合的なイ

メージの結合力あるいはイメージの凝集性みたいな

ものを可能にしている……つまり、Every Building on 

the Sunset Strip や『銀座八丁』の表現の強度にかか

わっている、この「地」の部分です。路面であると同

時に紙面であるようなこの「地」のことです。寸断さ

れて、繋ぎ合わされて、印刷物として再び「舗装」さ

れて、蛇腹状に折りたたまれて、再び展開されたこの

「中央分離帯」……私があえて「中央分離帯」と呼ん

でいる、この白い帯状の部分です。この「分離帯」の

質、この素地の肌理みたいなものについて考えること

と、アーカイブの界面、インターフェイスについて考

えることのあいだに、類推思考といいますか、ある種

のアナロジーを結ばせる。これが私なりの、「アーカ

イブとは何か」という問いへのアプローチの実例です。
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いずれにしても、こういったものがアーカイブにつ

いて考えるためのモデルになると確信しつつ、一方で

強調しておきたいことの一つとして、「コンテンツ」

についての議論があります。あるいは「文脈」すなわ

ち「コンテクスト」について。今日のシンポジウムの

テーマにも、「コンテクスト」と「コンテンツ」とい

う 2 つのキーワードが対置されていますね。「コンテ

ンツ・デザイン」だとか「コンテンツ産業」だとか、

そういう、語彙それ自体としては非常に空虚な領域が

一方であり、そのような領域に対して、テクノロジカ

ルなアプローチがあると。これをもう少し噛み砕いて

言ってみると、「コンテンツ」に関する議論がある一

方で、「コンテナー」についての議論あるいは課題が

ある、という話なんですね。要するに、「内容」に対

して「容器」があるということです。コンテンツ云々

という問題以上に、コンテナーのフォーメーションを

どうデザインするのかという話が、テクノロジカルな

課題として、私たちの目の前に広がっているわけです。

コンテンツが面白いとか、面白くないとか、そういう

レベルの議論をしていても埒が開かないということで

す。

そこで、インターフェイスの問題です。「コンテンツ」

と「コンテナー」、今日の場合でいうと「コンテンツ」

と「コンテクスト」の界面です。たとえばこの『銀座

八丁』は、この銀座の目抜き通りの背後で発生するい

ろいろな出来事のファサードとして、「歴史のファサー

ド」として機能しているわけです。今日はこの『アル

バム・銀座八丁』だけをご紹介していますが、この本

は実際、木村荘八の『銀座界隈』という本の附録でし

て、本体のほうにはこの裏通りで起こっている様々な

エピソードが盛り込まれているわけです。読み物とし

て読む分にはそれで十分なのですが、それがある通り

を通して、通りのこのファサードを通して、それぞれ

の入口をもって、それぞれの軒先をもって展開してい

る。そこには一つの凝集力といいますか、ある種の凝

集性、そして隣接性が表現されている。アーカイブ・

モデルといっても、もはやこの『銀座八丁』の表現で

は、単に「コンテンツ」と「コンテナー」の二極化で

は説明しきれないような中間領域といいますか、つま

り界面、インターフェイスのレベルが仕上がっている

……となると私たちは、コンテナーに関するテクノロ

ジカルな話だけをしていても何も始められない、とい

うことになります。

さきほど、三浦さんからの大変興味深いお話の中に、

吉祥寺のバウスシアターの名前が挙がっていました。

私は吉祥寺に住んでいるのですが、バウスシアターで

毎年、「爆音映画祭」という映画祭が行われているの

をご存じでしょうか。「爆音映画祭」というのは巨大

なスピーカーをこう、スクリーンの横に二台並べて、

要するに大音響で映画を観るわけです。デイヴィッド・

リンチなんかを観るともう、ジェットコースターみた

いになるわけです。もともとスリリングな映画なのに、

「爆音」で観るとさらに……というかもう、映画が終

わって席を立とうとすると、膝が笑っちゃって立てな

かったりして。あのような経験の条件として、コンテ

ンツそのものに対する関心というよりも、コンテンツ

というものが「界面」によってどう変わってくるのか、

つまり一つの映画作品というものを一つのコンテンツ

として（あ、一つならば「コンテント」ですね）とら

えた場合の話ですが……あるコンテンツをどのように

ドライブさせるのかという、別の関心、別の力が働い

ています。ちなみに「爆音映画祭」は単にボリューム

を上げるだけではなくて、音響的にいろいろな調整を

施しているので、単純に音がデカいというわけではあ

りませんよ、念のため。映画館というコンテナーが、

コンテンツとしての映画をドライブさせるための条件

として、コンテンツを複数の異なるイフェクトの束の

一つとしてドライブさせる、その条件として、然るべ

きインターフェイスを持つこと。そういった意味で、

バウスシアターという映画館は「爆音上映」というイ

ンターフェイスを持っているわけで、ある種の「アー

カイブ」の窓口として機能しているんです。スクリー

ンだけではなく、スピーカーもまたインターフェイス

なんですね。巨大なスピーカーがスクリーンの両脇を

固めているので、バウスシアターには映像の界面と音

響の界面、二つの界面がコンテンツと観客との間に介

在するというか、屹立するというか。音圧が前方から

ドーンとくるので、音のせいで映像が見えにくくなっ

たり。網膜が振動しているんでしょうね（笑）。私の

話は以上です。ありがとうございました。

『アルバム・銀座八丁』、木村荘八 編著『銀座界隈』（東峰書房、1954 年）の別冊附録。

Ed Ruscha, Every Building on the Sunset Strip (1966).


